
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 西武鉄道株式会社（本社：埼玉県所沢市、社長：白山 進）は、東京都、練馬区と共同で、池袋

線(練馬高野台駅～大泉学園駅間)連続立体交差事業及び同線（練馬高野台駅～石神井公園駅間）

複々線化事業を進めております。去る本年 4 月 17 日(日)にⅠ期区間である練馬高野台駅～石神井

公園駅付近の下り線を高架化しました。 

今般、この高架化により、上記区間の踏切が 6 ヵ所なくなり、踏切による交通渋滞が解消され、

地域の方々の安全性、安心感がさらに向上しました。また、石神井公園駅では、上り線(池袋方面)

改札と下り線(所沢方面)改札が新しい地上改札に統合され、北口と南口は地上の連絡通路により往

来が可能になった他、新しい下りホームにもエレベーター・エスカレーターの設置によりバリアフ

リー化されたことに加え、「ホーム待合室」を設置し、より使いやすい駅へと変わりました。 

当事業では、引き続き、練馬高野台駅～石神井公園駅付近間の複々線化と側道整備等を進めてま

いります。また、石神井公園駅付近～大泉学園駅間（Ⅱ期区間）についても、高架化による踏切の

早期解消に向け、事業を進めてまいります。 

当社では、踏切での交通渋滞の解消、鉄道により分断されている街の一体化やお客さまの利便性

向上などを図るため、連続立体交差事業の推進に積極的に取り組んでまいります。 

詳細は以下のとおりです。 
 
 

当事業の概要 

(1) 事 業 名  西武池袋線（練馬高野台駅～大泉学園駅間）連続立体交差事業 

 及び同線（練馬高野台駅～石神井公園駅間）複々線化事業 

(2) 事 業 者  東京都（連続立体交差事業）、西武鉄道（複々線化事業） 

(3) 事 業 延 長  約 2.4ｋｍ（Ⅰ期区間：約 1.2ｋｍ、Ⅱ期区間：約 1.2ｋｍ） 

(4) 事 業 費  約 474 億円 

（負担内訳 国、都及び練馬区：約 285 億円、西武鉄道：約 189 億円） 

(5) 事 業 期 間  2007(平成 19)年度～2014(平成 26)年度 
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池袋線石神井公園駅付近における高架化による効果 
・６ヵ所の踏切がなくなり、交通渋滞が解消されました 

・石神井公園駅の利便性が向上しました

本件は東京都と同時発表しています。 

概要図 
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※池袋線の高架複々線化について 

池袋線の高架複々線化工事については、1971 年の都市計画決定以来、東京都、練馬区などと協

力して工事を進め、2003 年 3 月に、桜台駅(新桜台駅)～練馬高野台駅間が完成しました。 

石神井公園駅付近については、2003 年 4 月、国から連続立体交差事業の新規着工の採択を受け、

2005 年 6 月、大泉学園駅付近まで高架化を延伸する都市計画が決定されました。その後、関係機

関との手続きを進め、2007 年 8 月に工事を着手しました。 

この事業が完成すると、線路の高架化により合計 9ヵ所の踏切がなくなり、踏切事故や交通渋

滞の解消が図れます。また、石神井公園駅においてはホーム 2面、線路 4線化されたホームとな

り、上り・下りホームそれぞれで急行電車と普通電車の待ち合わせができるようになり、お客さ

まの利便性が向上します。 

以 上 
 

池袋線（石神井公園駅付近）の高架化による効果 

【 富士街道の状況 】 

高架化前 

石神井公園第１号踏切の遮断による渋滞長※の変化

混雑時※１の平均旅行速度※２の変化 

高架化後 

踏切６ヵ所の平均遮断時間の変化 

※１ 朝または夕方のラッシュ時間帯 ※２ 谷原→石神井学園前間の自動車の平均旅行速度 

○ 富 士 街 道 の 渋 滞 が 解 消

○ 踏 切 の 遮 断 が 解 消

自 動 車 交 通 が 円 滑 化 ！

○富 士 街 道 の平 均 旅 行 速 度 が向 上
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※ 踏切北側の最大渋滞長 
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ご利用のお客さまも効果を実感！ 

○待合室など列車待ち施設の充実について ○駅の出入口から改札までの行きやすさについて
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